
別紙１－９

平成 26　年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日

（助成期間 3

27 回

1 回

人

　○地域連携の有無（実績）

備考

運営委員会等の構成員とクラブ運営組織
概要

[役員][運営委員会]13人
・代表理事（非常勤）福島邦男（武蔵丘短期大学准教授）
・副代表理事（非常勤）桜庭俊昭（吉見町体育指導員）
・副代表理事（非常勤）太田あや子（武蔵丘短期大学）
・監査（非常勤）土田健壽（吉見町非常勤職員）
・理事　舟橋義明（吉見町役場）
・理事　小久保　栄（吉見町役場）
・理事　大野　猛（吉見町役場）
・理事　金子　勝美（吉見町役場）
・理事　田島　秀之(吉見町役場)
・理事　川合　武司（武蔵丘短期大学　学長）
・理事　桂　　和仁（武蔵丘短期大学准教授）
・理事　高橋　琴美（武蔵丘短期大学准教授）
・理事　岡崎　英規（武蔵丘短期大学専任講師）
[事務局]
・クラブマネジャー（正）高橋　こずえ（常勤・有償）
・クラブマネジャー（副）浅見　恵（非常勤・有償）

クラブマネジャーの職務内容及びクラブ
の具体的な事業の内容

■クラブマネジャー（正）
会員のニーズ把握
会員のニーズにあった活動メニューの企画立案
指導者との連絡調整
施設の利用調整
その他、クラブの活動計画、予算、広報など
■クラブマネジャー（副）
経理処理
クラブの会員情報整理
クラブマネジャー（正）の補助
●スポーツ教室・健康づくり等(開催：全5種目343回)
①種目名：サッカー　実施頻度：週３～４回
②種目名：ヨガ・ピラティス　実施頻度：週１回・週１回・月２回
③種目名：ゴルフ　実施頻度：月２回
③種目名：健康づくり　実施頻度：月１回
④種目名：親子体操　実施頻度：月３回
●イベント・講習会等(開催：全9回)
ハンドボールクリニック　年２回
ポールウォーキングフェスティバル　年１回
バスケットボールクリニック　年１回
夏休み水泳教室　年４回
健康子育て教室　年１回
●広報活動
広報誌作成　１回　チラシ作成　各教室
●会議
総会：年１回　理事会：年２回

　○広報回数 ・ＨＰ更新回数（実績）

・クラブ広報誌、パンフレット発行回数（実績）

　○会員数（実績） 65

事業実施期間
（当該年度の雇用期間） 年目）

活動地域 埼玉県比企郡吉見町・東松山市

活動拠点となる施設とその概要

①武蔵丘短期大学ゴルフ練習場　〒355-0154　　埼玉県比企郡吉見町南吉見111-1
②武蔵丘短期大学体育館　同上
③武蔵丘短期大学グラウンド　吉見町北吉見15
③吉見マンモスゴルフセンター　吉見町大字御所532－1
④吉見ひだまりサロン　吉見町東野3－1－17
⑤吉見町悠友館　埼玉県比企郡吉見町大字下細谷1213

事業の実施状況及び実施結果並びに助成
金の使途に関する情報の公開方法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業実施後に、参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法

事業名 特定非営利活動法人武蔵丘スポーツクラブクラブマネジャー設置事業

事業の成果

１０代(若い世代)の会員は少し増えたが全体的に会員の増減がなかった。地域性もあり、高齢者の参加率
が高くなった。また、高齢ということもあり、継続参加できないという方も多く見受けられた。体験レッ
スンや見学に来られる方が増えたが入会につながらなかったのは残念であった。来年度は体験から入会に
繋がるよう、クラブマネジャーとして工夫したい。また、広報誌もさらに多くの地域住民に配布していき
たい。

事業に対する評価

広報誌は予算上の関係により3000人に配布することができなかったが各教室等のチラシを印刷し、体力測
定や各イベント会場にて2,000人ほど町民に配布することができた。10代の会員数が増えたが、20代の会員
が増えなかった。若い世代向けの教室を実施できなかった。また、１月より赤ちゃんとお母さん向けの事
業を実施したため、今後、２０代や３０代の会員が増えることに期待したい。

〔団体としての数値目標〕 〔数値目標に対する結果〕

年間２回、広報誌を作成し、３０００人に配布
する。
幅広い年齢層(特に１０代、２０代)の会員の増
加を目指す。

１回広報誌を作成。500人に配布。
１０代の新規会員１０名、２０代はなし。

実績報告書

事業細目名 総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業

助成事業者名 特定非営利活動法人武蔵丘スポーツクラブ

都道府県所管課 市町村所管課 

地域の学校や教員 地元企業 

実施結果をホームページで公開 

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備 

その他 

実施結果を広報誌等で公開 

行った 行わなかった 

他クラブ 


